
1984年に、エリトリアの独立戦争は新しい段階に入った。この時までに退避と防衛

は終わりを告げていた。これは連続する反撃が計画された移行期間へ入ることを意

味していた。この年の1月に、EPLFはエリトリア西部の町テッセネイを解放した。

二カ月後、北東サヘル前線が叩かれ、エチオピア軍は海岸まで撤退を余儀なくされ

た。この二日間の戦闘で、7000平方キロの地域が解放された。デルグはエリトリア

人を紅海まで追い払うと豪語していたが、逆に紅海沿岸のエチオピアの二つの師団

の殲滅を目にすることになった。







1984年1月15日　テッセネイ Tesseney



北東サヘル地帯の乾燥平野









1984年3月21日　メルサ　テクライ　紅海海岸にて Mersa Teclai




